




























要約:4 施設における母体感染症の頻度を妊婦 3713 例につき検討した梅毒合併が 0.45%あ

り先天梅毒児が 2例生まれている。ウイルス感染では、性器ヘルペス、リンゴ病、水痘、

HTLV-1 が 0.13～0.35%にみられているが、流産例はあるが先天異常児は生まれていない。

クラミジア IgA 抗体隔性が約1割あり今後の検討である。問題点の多い下記の母体感染症

につきそれぞれワーキンググループを作って詳細に検討した。

1.妊婦における風疹抗 ……… 感染時期の推定のたり方めの IgM 抗体測定は、用いる検査

法の在いるキット毎に検査データーが異なり、画一的な指針は作り難くきめ細かい対処が

必要である。

2.トキソプラズマの母子 ……… 1985 年の松本らの調査研究はトキソプラズマの先感染

の実態天感染の全貌をとらえているとは言い難く、生後長期にわたる追跡調査を特に眼科

領域をも含めて行なう必要があることが確認された。また、診断、特に病原診断に改良が

加えられることが切望されている。

3.サイトメガロウイルスの母子 ……… 本邦でこのウイルスの先天感染は 0.4%感染の実

態、約 5000例 /年あり、その10%(500 例)は症候性と云われている。特に難聴は重症のも

のが多く今後の検討を要する。最近、サイトメガロウイルスに対して免疫のない妊婦が増

加していて、妊娠中の初感染の危険のある者が増加していることが判った。今後、欧米の

ように問題点になる可能性が示された。


